
凡
ｄ
ｖ
ｊ
Ｇ
ｇ
呂
言
且
●
ｒ
■
■
■
八
ワ
ロ
呂
呂
刀
■
で
ｇ
■
■
■
ロ
。
●
■
二
』
＃
ｒ
二
勺
一
口
■
■
■
１
口
●
▼
呂
言
一
八
■
｜
画
且
■
■
、
凸
中
日
呂
呂
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一
Ｊ
２
８
０
８
虹

Ⅱ

r.~岬一"~…一"ー
町の世帯と人口

g
吾

■ 人~-,．人
面＝■

言
君
。
■
Ｉ
■
■
■
Ⅱ
■
丁
冨
言
且
一
▼
ｔ
■
■
〃
五
■
Ｊ
宮
口

画
・
叩
Ｉ
恥
Ｉ
上
Ⅲ
．
型
ｒ
‐

iil
旧
旧
旧
旧
Ⅲ
Ⅲ
旧
心
川
毛
Ｆ
Ｉ
０
０
Ｕ
Ｉ

！世帯数

僅人口

3，59

7，39

7，54

14，93

１
１

ｇ
０
ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
０
Ｈ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅱ
１
１

▲
▼
巳
■
■
■
Ｉ
■
刀
邑
差
。 I
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叩
０
〕
一
■
ロ
『

縄
々
４
‘
『

ロ
ニ
ニ
ニ
ご
与
副
画
一
ｇ

】

〃

4

｢#
’1

＝卜

｡

§

Ｉ
型
■
一
■
■
■
ｂ
凹
凸
、

』

¥

4

●

0

.ーロ

，
』
片
は
男
子
の
成
人
式
を
「
元
服
式
」
と
か
「
初

元
結
（
は
っ
も
と
ゆ
い
）
」
と
い
わ
れ
、
十
二

歳
か
ら
十
六
歳
の
間
の
止
月
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。
成
人

に
な
っ
た
と
い
う
し
る
し
に
髭
を
短
く
切
っ
て
も
と
ど
り

を
結
び
、
服
裁
を
改
め
て
頭
に
冠
を
茜
け
る
の
が
習
わ
し

で
し
た
。
伊
勢
物
語
の
初
め
に
「
む
か
し
、
お
の
こ
、
う

い
か
う
ぶ
り
（
初
冠
）
し
て
…
・
・
・
狩
に
住
（
い
）
に
け
り
。
」

と
、
成
人
し
た
ば
か
り
の
男
子
が
狩
猟
に
出
か
け
る
話
が

で
て
い
ま
す
。
平
家
物
語
に
も
「
：
．
…
初
冠
の
御
粧
い
か

ば
か
り
か
ら
う
た
く
思
召
さ
れ
け
ん
。
」
と
、
立
派
に
成
人

し
た
姿
を
気
持
ち
よ
く
ば
か
め
る
場
耐
が
あ
り
ま
し
た
。

女
子
は
男
子
の
元
服
式
と
は
巡
い
ま
す
か
、
縦
式
と
し

て
は
裳
着
（
も
ぎ
）
と
か
髪
上
（
く
し
あ
げ
）
な
ど
し
て
、

服
装
や
髪
形
で
成
人
し
た
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
の
よ
う

で
す
。さ

て
、
十
五
日
は
「
成
人
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
は
、

み
ず
か
ら
生
き
ぬ
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
国
民

の
祝
日
で
す
。

こ
と
し
成
人
に
な
ら
れ
た
〃
は
、
昭
和
二
十
八
年
一
月

十
六
日
か
ら
、
二
十
九
年
一
月
十
五
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
女
の
方
々
で
、
金
木
川
で
は
、
男
二
五
人
、
女
二

九
人
、
あ
わ
せ
て
三
三
四
人
で
あ
り
ま
す
。

民
法
第
三
栄
は
「
満
一
十
年
ヲ
以
テ
成
年
ト
ス
」
と
定

め
て
あ
る
と
お
り
、
法
維
上
独
立
の
社
会
人
と
し
て
の
地

位
を
狸
僻
し
ま
す
。
成
人
と
な
ら
れ
た
方
左
は
、
ま
ず
国

民
と
し
て
も
っ
と
も
軍
要
な
埋
挙
権
が
与
え
ら
れ
、
国
政

や
都
道
府
眼
、
市
町
村
の
政
治
に
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
が

得
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
財
旺
関
儒
や
身
分
関
係
な
ど
、
こ
れ
ま
で
未
成

年
者
の
と
き
の
よ
う
な
法
維
上
の
保
謹
は
青
年
者
に
は
取

り
去
ら
れ
、
口
分
の
責
任
と
判
断
で
行
動
す
る
こ
と
を
要

求
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

「
ご
成
年
わ
め
で
と
う
。
」
ご
両
親
の
ヒ
ザ
元
か
ら
離
れ

て
、
一
歩
外
に
刷
れ
ば
、
あ
な
た
は
も
う
お
と
な
で
す
。

し
っ
か
り
と
成
人
と
し
て
の
向
覚
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

成人式

■
■
“
■
Ｄ
△
’

”
ゞ
一
殿
，
．
●
雪
‐
津
．
ご
・
‐
和
．
ゞ
ゞ
。
，
州
ゞ
‐
酔
‐
．
‐
ゞ
‐

勉
と
う
瀞

成
年
お
め
’
１
１

．
‐
今
．
帥
。

．
Ａ
、
｝
’
．
。
｝

』
．
’

。
ｈ
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日
餌
・
一
角
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誉 誉
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

近
頃
激
動
の
年
二

か
躍
動
の
年
と
か
側

か
年
の
始
め
に
そ
れ

ら
し
い
名
削
を
つ
け

る
よ
う
で
す
。
心
を

ひ
き
し
め
る
た
め
か

今
年
こ
そ
や
ろ
う
と

い
う
勇
猛
心
を
か
き

た
て
る
た
め
だ
ろ
う

三
期
目
の
任
期
が

こ
の
春
四
月
十
八
日

で
満
了
と
な
る
の
で

す
が
、
私
の
公
約
は

い
つ
も
「
派
ば
つ
解

町
議
会
議
長
木
村
金
利

町
長
三
上
武
男

か
、
昔
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
よ

く
い
っ
た
も
の
だ
が
鍛
近
こ
の
言
葉
を

き
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
計
画
を
樹
て

て
も
そ
の
通
り
に
な
ら
な
い
か
ら
か
、

そ
れ
と
も
、
余
り
に
も
世
相
の
変
動
が

激
し
く
樹
て
ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
昨
年
の
春
、
東
北
農
政
局
背
森
統

計
情
報
事
務
所
で
市
町
村
別
の
邪
ら
し

や
す
さ
差
数
字
で
示
し
た
も
の
を
発
表

し
た
か
、
自
然
社
会
的
、
経
済
的
、
教

育
文
化
的
、
福
祉
衛
生
的
指
標
の
四
部

｛

消
」
と
「
明
る
く
豊
か
な
住
み
よ
い
町

づ
く
り
」
で
し
た
。

幸
い
、
町
民
と
議
会
の
皆
さ
ん
の
理

解
と
温
惜
あ
る
御
協
力
に
よ
り
、
大
禍

な
く
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
も
の
の

門
に
わ
け
て
割
り
出
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
わ
が
金
木
町
は
六
十
七
市
町
村
の

内
二
十
七
希
目
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
上
水
道
が
出
来
、
中
央
公
民
館

が
出
来
れ
ば
も
う
少
し
上
位
に
進
出
す

る
わ
け
で
多
少
不
満
か
あ
り
ま
す
が
、

わ
り
に
住
み
良
い
町
の
部
類
に
入
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
住
民
の
代
表
で
あ
る
わ

れ
わ
れ
は
、
住
民
の
要
望
を
く
み
と
り

少
し
で
も
豊
か
で
住
み
良
い
町
づ
く
り

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
い

ろ
い
ろ
と
事
業
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
所

詫
豊
か
で
住
み
良
い
町
に
す
る
た
め
で

あ
り
、
一
万
笂
千
町
民
の
た
め
終
始
公

正
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
元
旦
に

あ
た
り
一
寸
思
い
つ
い
た
ま
ま
を
述
べ

ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

公
約
の
完
全
実
行
と
い
う
こ
と
は
、
非

常
に
難
か
し
い
も
の
、
と
痛
切
に
感
じ

て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
昨
年
は
、
石
汕
危

機
の
あ
お
り
で
、
唖
も
懸
念
し
た
中
央

公
民
舘
と
喜
良
巾
小
学
校
の
新
築
工
事

が
、
潜
工
は
遅
れ
た
が
、
計
画
ど
お
り

完
成
の
見
通
し
が
つ
い
た
の
で
、
ひ
と

安
心
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
の
財
政
状
況
を

分
析
し
て
み
れ
ば
、
地
方
自
治
団
体
の

全
国
的
な
傾
向
と
は
い
え
、
暗
い
材
料

が
多
く
、
今
後
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
気
に
か
か
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

四
月
十
九
日
に
は
、
新
し
い
町
長
が

就
任
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
そ

れ
は
、
そ
れ
と
し
て
、
一
応
、
私
な
り

に
、
昭
和
四
十
九
年
度
に
実
施
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の
、
と
予
想
さ
れ
る

主
な
る
事
業
に
つ
い
て
、
順
位
を
つ
け

参
考
に
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

継
続
事
業
（
カ
ッ
コ
内
は
年
度
）

①
中
央
公
民
館
（
四
八
’
四
九
）
、

②
喜
良
市
小
学
校
（
四
八
’
五
○
’
四

九
年
十
月
ま
で
校
舎
完
成
）
、
③
上
水

道
（
四
八
’
五
○
１
四
九
年
に
は
給
水

開
始
）

実
施
予
定
事
巣

①
催
免
道
路
（
川
倉
饗
の
川
原
ｌ
金

木
線
）
、
②
股
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

③
町
営
住
宅
（
二
○
戸
）
、
④
町
道
整

備
（
広
域
事
業
含
む
）
、
⑤
温
泉
源
調

査
、
⑥
商
工
会
舘
建
設
助
成

推
進
ま
た
は
促
進
す
べ
き
事
業
（
順
不

同
）

①
小
田
川
土
地
改
良
事
業
、
②
県
道

謹 賀新－－

町
議
会

議
長

副
議
長

監
査
委
員

″

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

委
貝
長

職
務
代
理

股
業
委
員
会

会
長

会
長
代
理

″

木泉田 高中 長 田 野 木 屏
風
山
内
真
部
線
（
金
木
ｌ
青
森
間
）

③
自
然
休
養
村
事
業
、
④
映
獲
鶏
指
導

所
の
移
転
新
築
、
⑤
体
育
館
等
総
合
運

動
場
、
⑥
広
域
大
規
模
農
道
（
今
泉
ｌ

金
木
ｌ
藤
崎
）
、
⑦
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
③
模
範
牧
場
、
⑨
農
村
工
業
の
導

入
へ
工
場
設
慨
）
、
⑩
淵
瀬
バ
イ
パ
ス

⑪
給
食
セ
ン
タ
ー

以
上
主
な
る
事
業
を
あ
げ
て
み
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
昭
和
四
十

八
年
度
か
ら
、
物
仙
の
高
騰
と
人
件
費

の
ア
ッ
プ
に
よ
る
財
政
へ
の
圧
迫
は
、

想
像
に
絶
す
る
も
の
が
あ
り
、
町
づ
く

り
計
画
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
を

加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。

杉西

武
‘|輿

太

中下谷 内中 宮 村
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金
木
町
で
は
四
十
八
年
度
か
ら
五
十
年
度
ま
で
の
三
か
年
計
画
で
金
木

町
水
道
事
業
の
実
施
計
画
を
た
て
、
本
年
度
か
ら
藩
工
し
て
い
ま
す
。

金
木
町
水
道
事
業
を
計
画
し
た
地
域
済
の
進
腔
に
亜
要
な
役
測
り
を
果
す
も

は
町
内
の
居
住
地
全
域
と
し
、
従
来
、
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
良
き
水
の

住
民
の
生
活
用
水
は
浅
井
戸
に
よ
る
地
供
給
を
行
う
た
め
、
こ
の
水
道
事
業
の

下
水
を
利
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
実
施
を
計
画
し
た
も
の
で
す
。

市
街
地
の
発
展
に
伴
い
、
地
下
水
の
汚
本
年
度
は
一
億
七
千
四
百
六
十
八
万

染
が
甚
だ
し
く
、
ま
た
、
全
般
的
に
水
九
千
円
の
事
業
費
で
、
取
水
井
（
い
ど
）

丑
の
不
足
を
来
た
し
つ
つ
あ
る
現
況
か
三
か
所
だ
け
は
す
で
に
完
成
し
て
お
り

ら
、
地
域
住
民
よ
り
水
道
の
設
腫
を
強
送
配
水
管
等
の
水
道
工
事
と
資
材
の
大

く
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
部
分
を
購
入
す
る
予
定
で
す
。

町
で
は
住
民
の
保
健
衛
生
を
考
慮
し
四
十
九
年
度
は
管
理
舎
、
ポ
ン
プ
場

社
会
生
活
の
向
上
に
水
は
絶
対
不
可
欠
等
の
建
築
と
送
配
水
管
の
埋
設
で
、
年

の
要
素
で
あ
り
、
そ
の
水
の
良
否
は
住
末
に
は
一
部
の
地
域
に
給
水
が
予
定
さ

民
の
日
常
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
が
極
め
れ
、
五
十
年
度
は
工
覗
が
完
了
し
、
全

て
大
き
く
、
ま
た
、
地
域
の
発
展
、
経
域
に
給
水
さ
れ
ま
す
。蕊 －

．
画
・
１
、
、
ｈ
、
口
・
・
、
‐
。
、
、
も
．
、
．
、
、
，
。
ｐ
、
Ｉ
ｑ
輔
‐
、
極
ｊ
『
、
看
、
け
ミ
ゴ

金
木
町
水
道
事
業
進
む

年
末
に
は
一
部
給
水

全
体
事
業
費
八
憶
五
千
四
百
万
円

ぐち

鱸
… 、,､’

11 多く
J･

＝

3篭謹雲

篝●
一
‐
。
・
０
．

１
足
勺
毒掛

灘暴態舞
露多蝋農 謹職

川
向
饗
の
川
原
地
区
は
、
芦
野
公
園

と
地
蔵
尊
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
、
他
県

か
ら
も
お
参
り
や
観
光
客
が
少
な
く
な

か
っ
た
が
、
敵
近
そ
の
数
が
減
少
し
、

イ
ク
コ
の
口
寄
せ
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
・

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
打
開

す
る
た
め
、
芦
野
公
園
の
裏
公
園
と
し

て
、
蜜
の
川
原
地
蔵
尊
に
ち
な
ん
だ
墓

地
公
園
を
設
歴
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

一
方
、
嘉
瀬
観
音
樺
も
金
木
町
で
は

名
所
地
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
冬
の
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
、
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
と

事業計画概要

鐵
灘
織
鴬
識
鶯
識
繍

０
．
．
０
．
．
０
，
匹
１
．
．
９
凸
０
．
０
．
も
。
ｌ
凸
巳
１
．
．
０
．
ｈ
．
０
０
．
１
．
０
口
。
ｂ
が
。
■
ｏ
Ｌ
Ｎ
’
９
△
・
Ｕ
ｑ
ｌ
鄙
。
。
ワ
ー
が
町
で
典
も
子
１
．
１
，
６
．
ｌ
ザ
ｌ
ザ
・
凸
，
ｑ
ｒ
９
邸
Ｌ
１
Ｄ
６
Ｆ
・
ｂ
Ｔ
１
ｒ
ｌ
芋
も
、
０
１
軸
６
■
。
○
Ｊ
Ｖ
Ｔ
ｊ

‘
Ｐ
’
７
０
．
７
ｙ
‐
ｆ
ｊ
．
且
〃
’
．
‐
ｒ
℃
ｆ
“
β
”
・
ｆ
ｊ
Ｆ
ｎ
〃
Ｊ
Ｏ
Ｊ
〃
Ｐ
‐
Ｊ
Ｄ
Ｐ
、
ｊ
マ
ー
〃
’
７
Ｊ
画
ｊ
ｒ
，
，
ｏ
Ｊ
ｊ
．
』
．
ｆ
』
．
‐
ｒ
・
ｆ
４
ｒ
Ｊ
ｎ
ｒ
ｊ
．
。
’
』
．
、
ｒ
、
’
ｆ
・
ｊ
ｆ
７
．
７
７
７

Ｆ
０
Ｄ
ｂ
１
ｐ
‐
則
部
巳
０
，
６
邸
ｈ
ｒ
Ｊ
６
ｎ
‐
０
Ｊ
、
胡
．
ｊ
Ⅱ
盈
○
４
．
９
Ｊ
１
研
○
Ａ
。
ｈ
い
、
閥
、
０
．
ｉ
峠
・
０
帆
ｈ
訳
・
Ｏ
脚
．
■
可
‐
叩
９
四
日
‐
“
Ⅱ
ｑ
‐
凪
１
‐
１
●
Ｆ
Ｌ
９
．
、
‐
１
幻
Ⅱ
１
‐
Ｌ
可
“
Ｔ
‐
１
卜
０
０
、
Ｂ
１
Ｌ
く
日
押
。
ｂ
程
Ｌ
１
ｕ
１
‐
Ｌ
Ｉ
Ｌ
則

春
の
川
原
地
区
に
七
夕
野
霊
園

嘉
瀬
観
音
様
地
区
に
端
山
崎
霊
園

四
月
着
工
十
月
完
成
予
定

給水人口

給水区域内現在人｡，5074人
〃将来人口14,897人

計画給水人口14,600人

及率98％’
。世
日

給 水 量

平均2502

計画1人1日量殿大3002

時間最大4502

平均3.650前

計画給水人口1日当り母大4.38077f

時間殿大6.570㎡

給水開始予定年月日昭和49年12月1日

工事費の予定給額及びその予定財源

工事賀の予定総額869,413,000円

予定財源

起偵831,000,000円

自己資金38,413,000円

内訳{茗棚’8.413‘000皿

と
も
に
讃
え
ら
れ
、
風
光
明
媚
な
地
で

あ
り
ま
す
の
で
、
饗
の
川
原
と
併
せ
て

共
同
墓
地
を
設
磁
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

ま
た
、
川
倉
審
の
川
脈
地
区
を
七
夕

野
悪
園
、
嘉
瀬
観
音
様
地
区
を
端
山
崎

翌
園
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

規
制
墓
地
と
自
由
墓
地

墓
地
に
は
、
規
制
墓
地
と
自
由
基
地

が
あ
り
、
規
制
魏
地
と
は
、
土
地
、
墓

石
が
統
一
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
い
、

自
由
基
地
と
は
、
土
地
だ
け
貸
与
す
る

も
の
で
、
墓
石
そ
の
他
は
個
人
が
そ
の

代
金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

~

使
用
料
と
支
払
方
法

使
用
料
は
、
規
制
墓
地
の
場
合
、
墓

石
、
土
地
を
含
ん
だ
料
金
で
十
六
万
円

か
ら
二
十
万
円
の
予
定
で
す
。
自
由
墓

地
の
場
合
は
土
地
だ
け
の
料
金
で
す
か

ら
五
、
六
千
円
の
見
込
で
す
。

代
金
の
支
払
方
法
は
、
一
時
払
と
年

賦
払
い
と
が
あ
り
、
年
賦
払
い
に
つ
い

て
は
二
年
年
賦
と
す
る
予
定
で
多
少
割

高
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
霊
園
完
成
後
も
管
理
手
数
料

と
し
て
年
額
五
、
六
百
円
（
見
込
）
徴

収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
資
格

申
込
み
資
格
は
、
金
木
町
に
住
所
ま

た
は
籍
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

申
込
者
は
、
住
所
と
関
係
な
く
、
七

夕
野
、
端
山
崎
両
園
ど
ち
ら
で
も
申
し

込
め
ま
す
。
ま
た
、
申
込
加
入
者
は
数

世
帯
と
共
同
加
入
も
で
き
ま
す
。

申
込
場
所
金
木
町
役
場
民
生
課

墓地場所種別

区画及び面秋

規制

口 ｜ 奥 行

.577I,|3．0汎

.5ml3.0肌

自

問口｜」

由所場
一
岬
獅

間口｜奥行

3”‘‘”
3.5m,4.0m,

川倉審の河原

嘉瀬観音様敷地 2.5m

’160,000円～200,000円
未1区画使用料 定

聖哩"淵珊鯛鯉哩'雑WMMP1齢蝉噛･鰯雷雲窯鶚‘聖篭蛎繋'鯉哩1MMN照璽1麺塑罰寧1噸唾車裡凹凹…ー寧一
凸草T■ご■nlId恥B1日■且■■凸l『『『ﾛﾛ■TlBa■■7丁rl■■J1巴■『Iマア『モ

!Il1IⅡ1F1811
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法
務
省
は
、
本
年
度
か
ら
五
か
年
計

画
で
全
国
に
人
権
モ
デ
ル
地
区
を
摺
定

し
て
人
権
共
存
の
思
想
の
高
揚
を
図
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
の
全
国
的
風
潮
と
し
て
近
隣
関

係
を
め
ぐ
る
紛
争
や
、
家
庭
内
の
い
ざ

こ
ざ
か
目
立
っ
て
き
た
こ
と
は
、
自
分

の
権
利
の
み
を
主
張
し
、
他
人
の
人
権

を
か
え
り
み
な
い
こ
と
が
そ
の
大
き
な

要
素
を
な
し
て
い
る
と
し
て
、
相
手
の

立
場
を
尊
重
し
、
人
権
は
お
互
い
に
共

存
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
普

昨
年
十
二
月
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
て
い
る
人
権
擁
謹
委
員
の
中
谷
仁
太

郎
さ
ん
（
川
倉
）
が
、
多
年
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
地
域
住
民
の
人
権
擁
謹
と

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た

汰
権
擁
護
忠
八
権
思
想
の
普
及
高
蝪
嘩
寺
口

他
人
の
人
権
尊
重
を

中
谷
仁
太
郎
さ
ん

県
下
二
市
三
町
を
モ
デ
ル
地
区
に

法
務
省

人
権
擁
護
局
長
か
ら
感
謝
状

功
紙
に
よ
り
、
法
務
省
人
権
擁
捜
局
長

か
ら
感
謝
状
が
胸
ら
れ
、
地
域
住
民
か

ら
祝
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
谷
さ
ん
は
、
今
後
も
地
域

住
民
と
共
に
親
し
く
語
り
あ
い
、
人
権

尊
販
思
想
の
普
及
商
揚
に
努
力
す
る
と

語
り
、
受
彰
の
よ
ろ
こ
び
老
見
せ
て
い

ま
し
た
。

及
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
初
年
度
と
し
て
青
森
地

方
法
務
局
が
指
定
を
う
け
、
こ
の
中
で

二
市
（
八
戸
・
黒
石
）
三
町
（
蟹
田
・

中
里
・
木
造
）
に
お
い
て
本
年
三
月
ま

で
毎
月
識
演
会
、
座
談
会
、
特
設
相
談

所
等
の
催
事
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
正
し
い
人
権

を
身
に
つ
け
、
お
互
い
に
人
権
を
尊
重

し
あ
っ
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
を
創

る
こ
と
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〃
人
権
の
番
人
″
と
い
う
こ
と
ば
を

ｰ

移動採111車がまいります

ご協力願います

知
っ
て
お
り
ま
す
か
。

そ
れ
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人

権
擁
護
委
員
で
あ
り
ま
す
。

人
権
擁
謹
委
員
は
、
わ
た
く
し
た
ち

の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視
し

も
し
人
権
が
侵
さ
れ
た
人
が
い
た
場
合

に
は
相
談
相
手
に
な
っ
て
こ
れ
を
救
済

し
た
り
、
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の

考
え
方
を
広
め
た
り
し
ま
す
。

人
権
問
題
に
か
ぎ
ら
ず
相
談
し
た
い

こ
と
を
お
持
ち
の
方
は
、
早
速
次
の
方

方
の
と
こ
ろ
を
お
尋
ね
下
さ
い
。

人
権
擁
謹
委
員

▽
中
谷
仁
太
郎
（
川
倉
）
▽
坂
本
義

音
（
喜
良
市
）
▽
笹
木
正
巳
（
金

木
）
▽
伊
丸
岡
浅
五
郎
（
喜
良
市
）

▽
木
立
民
五
郎
（
嘉
瀬
）

次にあげた条件にあう方なら、だれでも献血できます。

■体重･･……男子45物を越える人、女子40彫を越える人

■皿圧･……･･殴大血圧が100”以上の人

■年令……･･･満16才から満64才までの人

■血圧比重･……･･1.052以上の入

国前回の採血から1か月以上経咽している人

■そのほか、医師の健康診断により供血可能と認められた人

◎採血は、食後2時間たたないとできませんので、その間、湯茶以外

は一切飲食しないでください。

災
害
を
受
け
た
と
き
は

税
金
の
減
免
手
続
き
を

台
風
や
集
中
豪
雨
、
地
展
、
火
災
等

の
災
害
に
よ
っ
て
財
産
に
損
害
を
受
け

た
と
き
は
、
税
金
の
面
で
も
い
ろ
い
ろ

な
救
済
措
腫
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
損
害
額

や
そ
の
年
の
所
得
金
額
に
応
じ
て
、
源

泉
所
得
税
の
徴
収
猫
予
や
還
付
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

商
売
を
し
て
い
る
人
な
ど
で
、
所
得

税
の
予
定
納
税
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
の
場
合
は
、
予
定
納
税
の
減
額
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
早
め
に

税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時期日 場刻 所

午前10．30から

正午まで

ｰ

金木町役場前

午後1．30から

2．30まで
金木営林署前2月12日

午後2．40から
3．30まで ’公立金木病院前

金 木 町 献 血 推 進 協 議 会

贈
与
税
の
申
告
は
お
早
め
に

一
年
間
に
個
人
か
ら
四
十
万
円
を
超

え
る
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
は
、
贈
与

税
が
か
か
り
、
翌
年
の
二
月
一
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
、
臘
与
税
の

申
告
と
納
税
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

た
だ
し
、
婚
姻
期
間
が
二
十
年
以
上

の
夫
婦
の
間
で
、
居
住
用
の
土
地
や
家

屋
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
を
取
得
す
る
た

め
の
金
銭
の
附
与
が
行
わ
れ
、
贈
与
を

受
け
た
人
が
、
そ
の
賄
与
税
の
申
告
期

限
（
翌
年
の
三
月
十
五
日
）
ま
で
に
、

そ
の
居
住
川
不
動
産
に
実
際
に
居
住
し

た
場
合
に
は
、
配
偶
者
控
除
と
し
て
、

基
礎
控
除
の
四
十
万
円
の
ほ
か
に
、
最

高
五
百
六
十
万
円
ま
で
が
控
除
さ
れ
ま

す
。 税

金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
お
早
め
に

昭
和
四
十
八
年
分
の
所
得
金
額
の
合

計
額
が
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
所
得
控

除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人
は
、
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
、

予
定
納
税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
人
は
、
確
定
申
告
を
し
て

税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
二
月
十
五
日
以
前
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
か
ら
、
。
な
る
べ

く
早
め
に
申
告
を
し
て
還
付
を
受
け
て

下
さ
い
。

一
癖 ＝
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金
木
花
扇
舞
踊
研
究
会

去
る
一
月
二
十
日
、
金
木
町
で
は
唯

一
の
舞
踊
殴
好
者
の
方
女
で
組
織
さ
れ

て
い
る
、
由
緒
あ
る
花
扇
会
（
会
長
中

西
渚
逸
）
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

金
木
町
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
れ
、
日
頃
の

研
究
と
練
成
に
よ
り
習
得
さ
れ
た
演
技

ぶ
り
を
隈
な
く
発
揮
し
、
百
数
十
人
に

の
ぼ
る
お
年
寄
り
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
盛
り
沢
山
の
お
み
や
げ
に
も

大
よ
ろ
こ
び
で
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
（
会
長
田
中
勇
吉
）
で

は
、
こ
の
激
励
慰
問
と
過
分
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
心
か
ら
感
謝
し
、
謝
礼
を
差
し

上
げ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
お
年
寄
り
さ

ん
へ
と
、
全
額
寄
附
さ
れ
、
再
び
感
謝

さ
れ
て
い
ま
す
。

職 員募集
津怪北部老人福祉事務組合（金木

町、中里町、市浦村、小泊村）の職

員を次の要領で募集します。

1．職種および募集人員

事務職員若干名

生活指導員1名
栄養士1 名

看謹婦1名

案母若干名
調 理土若干名

運転手(自動車運転手）1名
用務員1名

消防士（金木町勤務）2名

2．応募資格

（1）中里町、金木町、市浦村、小泊
村に住所を有する者。また現に住
所を有しなくとも採用後通勤可能
な者。

（2）年令は事務職員、生活指導員は
30才以下。栄護士、石謹婦は25才

以下、察母40才以下、調理士35才
以下、運転手25才以下、用務員40
才以下。

3．応募〆切昭和49年2月5日

4．採用試験の実施

(1)教護試験適正検査、性格検査
日時昭和49年2月15日（金）

午前10時

場所青森市新町「自治会館」
4階ホール

★応募用紙は金木町役場総務課に
あります。

★詳細については中里町役場企画

室内事務局（砥活中里7－2111．
内線18番）または金木町役場総務
課へおたずね下さい。

：･･口.･''0b'｡｡,･0...0..0.･･Dqpoc･■･DC･'ﾛ､･0.0,60，．F･････b■････････､･･･

；＝編集室から==ji
j、戸塘の窓・のことについて《
《おしらせいたします。〈
《、金木だより、は､隔月発行；
＞でございますので、記4I全般に〈

ミ相当おくれることになりますが；
ミ特に戸緒関係は特別おくれを感＞

；じさせます。 ；

；先般、9月号発行紙上に、Fi{
f雑の窓、が掲載されていないこ：．
Zとを指摘されました。

；実は9月号はｽぺー ｽの関係；
；で褐戦しなかったわけですが、〈
ミ多少おくれても毎月分を掲戦す《
くるようにと、住民からの要望が；
；ありましたから、おくればせな；
；から今回7月分を掲載させていく
《たた きま す。《
；このため、今後も毎月分を褐》
）戦しなければならないとすれば<

〈3か月ないし4か月はおくれる〈
〔ことになりますのでご了承れが；
＄います。＞
､｡,｡､.ハロfﾛ､｡,｡､.･･､､0.,.....･･､.･･､c,ﾛ..･･..‘｡..･･..｡､..．､..｡､.｡qF
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別
表
（
プ
ロ
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ム
）
は
下
記
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

テレビ放送プロク・ラム「100万人の主権者」

｜放送テーマ｜内容放送予定日｜放送形式

青森県の明るく正し

い選挙推進迎励

1月19日(土）対談（スタジオ）

（再）1月26日(土）図表

活動状況とその反省

これからの展望

その役割と関連につ

いて合同研修会から

明るく正しい遅挙推

進協議会と選挙管理

委員会制度

1月26日(土）フイルムインサート

(再)2月2日(土）対談（スタジオ）

選挙啓発推進員研修
提起された問題点

会から

2月2日(土）フイルムインサート

(再)2月9日(土）対談（スタジオ）
ﾛ－

一一

青年はどのように学

習活動と取組んでい

るか

2月9日(土）現地ルポ

(再)2月16日(土）対談（スタジオ）
白ばら友の会訪問

政治討論会の開催状

政治討論会について｜況討議の中心とな

，つた事項について

2月16日(土）フイルムインサート

(再)2月23日(土）対談（スタジオ）

フイルムインサート

対談（スタジオ）

白ばら友の会々 長、

副会長会議ならびに

研修会から

会議の状況と、その

問題点活動状況報告

の中から

2月23日(土）

(再)3月2日(土）

3月2日(土）フイルムインサー|、新成人政治教養講座青年の政治意識

(再)3月9日(土）対淡（スタジオ）から講座参加油と参加後
一

制度の解説、過去に
おける投票時間

(篇溌おける選挙）

3月9日(土）対談（スタジオ）

(再)3月16日(土）図表

参院選挙と県民の投

票行動
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毒講瞬癖霊夢諏雨霧霧蕊蕊鳥
代清なづ武ル定朝教数政 づ窓 エい 益見 秀有 泰み昭幸良ナ武米浦てお
子広つ広の志子弘子治子信子逸子巌子夫子人子三き覚子三子茂エ則佐一つ登め

貴鱗茎簿:騨螺辮妻三;禦電堕落“喜蕪曹
長長41,2長長3＄4長312長4畏長長2長43長21‘‘‘‘2誰罷
繍鯉慧鰯蕊蘓鑿慧霊韓籔罐駕穂蕊溌
川瀬町木県市瀬村町木道市市市村原市県道市木市木道木而倉木濡倉熊木毒奈里城良垣里海良 良良垣良重海良良海前

ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘーー

加成神長伊成坂中山徳野蒔吉田津藤小成西狩門沢角渡兜秋竹坂仙佐角前川成工石泉佐鈴吉小竹木加三堤久宮

閨田内淵田塁谷口田村田崎沢田田笠田村生田田田部村内田場藤田田尻出藤岡谷藤木田林内下藤潟保越し登原ひ志千久セマア

昌新を悟昊悦鑿雛鶉蕪雲謂鶉挫蝿議鶉鑿鰯雛學仁3実襲明濯學磐羊正鶉

:駕鑿蕊瀧
金金嘉金喜鶴千川埼蒔長金嘉鶴潴佐中金喜大秋瀦金北北弼藤中金北金名出北喜金金川札愛金弘藤嘉金川長野喜

良田葉玉崎田賀里良分田海海里海古分海良幌知削崎辺良
木木瀬木市町県倉県田県木瀬町瀬県町木市県県瀬木道道瀬枝町木道木星､-'道市木木倉市県木市枝瀬木倉県地市

一 戸

へへへへへへへへへへ〆ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ

伊古葛桜鈴原伊斎工伊中保土小白浜米山葛松珍荒山永工岡高秋今蝦白川田原山佐前工湯田小今山砲新早坂花葛前
藤川西庭木田藤藤藤藤西木岐山川田塚田西川田関田坂藤田橋元名川村沢田中々田藤沢中林中田岡坂本田西田
幸 恵内ち木佳八え

茂太紀昭良兼範静美光ハ義君キテ正ゑ腿房裕和み明文敏隆光義良俊友良光伸征英正一京比千信り安の秀
子郎美助子光子雄子俊ル博子隆ヌ登コー子造子博子輝よ男子春子稔子春子昭江光子輝子寿栄康子古枝男子雄り治

儲一織茜灘職寧礁維繍謬鱸辮擢裟離難耀織辨扉無‘
郎郎郎郎亟ゑ男 郎 逸 逸 男

融雛:霊霊霊蝿纈予熱雲鰯蝋撫:磯聡撫握難畠
秋中木宮中嘉嘉山藤喜金青金中金廟中金青嘉中金金小金青東川喜車金鶴板中嘉秋沢喜東時新喜癌北喜宮稲金五神
田 柏造良里形良森里里森里泊森京 良 力 田 柳 柏 田 良 京 潟 良 海 艮 城 垣 所
県木町市町瀬瀬県枝市木市木町木瀬町木市瀬町木木村木市都倉市村木町町木瀬県部市都田県市瀬道巾県村木市原
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（
七
月
届
出
分
）

原
田
雅
人
（
猛
吉
長
男
）
中
柏
木

小
野
良
一
（
秀
雄
長
男
）
金
木

沢
田
純
（
清
澄
長
男
）
金
木

成
田
郁
乃
（
強
長
女
）
中
柏
木

三
上
柵
（
兼
作
長
男
）
神
原

浜
田
優
子
（
俊
蔵
３
女
）
嘉
瀬

鈴
木
歩
（
栄
長
女
）
金
木

尾
野
雅
輝
（
護
長
男
）
金
木

工
藤
優
（
勝
栄
長
男
）
金
木

沢
田
融
美
（
久
蔵
長
女
）
嘉
瀬

中
野
達
弥
（
職
弥
長
男
）
金
木

松
坂
果
（
司
長
男
）
金
木

大
橘
一
代
（
正
志
長
女
）
喜
良
市

白
川
瑞
子
（
昭
次
２
女
）
金
木

角
田
栄
津
子
（
栄
治
長
女
）
金
木

鴫
海
和
実
（
春
美
長
男
）
嘉
瀬

伊
藤
広
美
（
広
志
長
女
）
嘉
瀬

原
田
裕
美
（
清
治
長
女
）
嘉
瀬
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山
晶
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（
嘉
実
）
中
柏
木

田
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（
友
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）
金
木

櫛
引
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）
金
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三
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）
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方
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）
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田

（
十
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）
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木
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美
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司
３
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木
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貴
博
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２
男
）
金
木
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上
由
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（
幸
喜
２
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）
嘉
瀬

マユ

沢
田
貴
寛
（
滴
貴
長
男
）
嘉
瀬

山
中
由
紀
子
（
忠
幸
長
女
）
嘉
瀬

成
田
昭
宏
（
良
昭
長
男
）
金
木

黒
滝
美
香
（
治
光
長
女
）
金
木

中
野
健
一
（
正
徳
長
男
）
嘉
瀬

伊
丸
岡
香
織
（
敏
昭
長
女
）
喜
良
巾

山
中
百
合
（
勝
行
長
女
）
語
瀬

荒
関
裕
己
（
正
美
長
男
）
金
木

原
田
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子
（
購
正
長
女
）
中
柏
木

荒
関
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子
（
博
章
長
女
）
金
木

鴫
海
忠
幸
（
忠
実
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）
嘉
瀬

松
尾
ゆ
か
り
（
正
弘
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）
金
木

小
松
恵
美
（
英
行
長
女
）
嘉
瀬

小
林
智
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（
師
美
長
男
）
金
木

徳
田
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（
信
三
２
女
）
金
木

松
山
昌
史
（
寿
樹
２
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）
金
木

黒
川
文
彦
（
服
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長
男
）
嘉
瀬

荒
関
早
苗
（
治
長
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）
金
木

加
賀
谷
将
栄
（
勝
雄
長
男
）
喜
良
市

沢
田
寿
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（
誠
一
長
男
）
金
木
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（
避
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木

白
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裕
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金
木
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（
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）

中
谷
ス
ミ
（
閃
才
）
川
倉

吉
田
栄
一
（
馴
才
）
蒔
出

長
尾
ま
つ
（
馴
才
）
金
木

小
笠
原
た
み
（
帥
才
）
喜
良
市

山
中
勝
雄
（
舶
才
）
金
木

（
十
月
届
出
分
）

原
田
藤
之
助
（
舶
才
）
中
柏
木

伊
丸
岡
鈴
香
（
１
才
）
喜
良
市

菊
地
弥
五
郎
（
龍
才
）
金
木

長
谷
川
風
津
漸
（
０
才
）
金
木
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谷
清
三
郎
（
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才
）
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良
市

岡
田
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（
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）
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田
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狛
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木
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）
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木
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司
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木
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）
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瀬
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木
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市
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）
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